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文部29号 文部省設置法施行規則の一部を改正する省令
規 則
人事院 9- 25 俸給の支給定日 の特例 1 1 . 21 官報
公 舎
文部省共済組合定款 10 . 2官報号外
学
告 示
文部 75, 76, 77, 78号
教育職員免許法の規定に よ る 大学の正規の課程の免
許状授与の所要資格を得 さ せ る ため適 当な課程と し
て認定す る 件 9 . 1 8官報
標準図面
そ の他参考 と な る 書類
仁使用手続の 特例〉
第 4 条 部局において ． 次の 各号に掲げ る 使用 につい て は




と す る 。
① 部局の主催す る 集会その他に使用す る と き
① 部員又は学生が主催す る 集会その他に使用する と き
（使用許可〉
第 5 条 学長は， 第 3 条の願出を適当と認めた と き は， 別
紙第2 . 3号様式の使用許可書をその所属す る 部局長を経
て願出入に交付す る も の と する 。
（使用料〉
第 6条 使用料は納入告知蓄を発す る も の につい ては． そ
の納付期限までに納入告知書を発 しない も の につい て は
使用す る 前 日 までにその所属す る 収入官吏に納入 しなけ
ればならなし、。
2 使用に伴 う 光熱水料等の費用は使用者におい て負担す
る こ と と し ， 負担額はその都度定め る 。
既納の使用料は ， 如何 な る 理由があっ て も 還付 し な い
〈無償使用）
第 7 条 次の各号に掲げ る 目 的に使用 さ せ る 場合はこれを
無償と す る も の 左 す る 。
① 国の 事務． 事業を遂行するとを
① 各部局の主催 す る 集会その他に使用 す る と き
① 職 員叉は学生が主催する 集会その他に使用す る と き
＠ その他法令の規定に も とづ く と き
〈使用_J二の注意〉
第 8 条 使用者は許可書の条件を よ く 守 り 係員の指示に従
い常に善良な 管理者の注意を もって使用 しなければな ら
な い。
〈使用場所の 点検 〉
第 9 条 管理上必要があ る と き は ． 係員は使用場所に立入
指示す る こ と がで き る 。
〈使用 者の変更及び取消〉
第1 0条 使用者 が使用 日 時の変更又は取消す場合は ． すみ
やかに そ の所属す る 部局長 を経て学長に 申 出しなければ
な ら なし、。
第 4 条に規定する使用の 日 時の 変更又は取消につい て
は ， 前項の規定に かかわ らず部局長が専決す る も の と す
る。
く許可の取消及び使用 の 中止〉
第1 1 条 使用許可後． 次の各号に該当する と き は， その許
可を取消 し又は使用 を 中 止 さ せる も の とする。
① 使用願にいつわ り が あ った と き
① 許可の条件に違反 し ， 又はそのおそれがあ る と 認め
Tことき




果刊行費 補助金刊行計画調書の提出期限を 定め る 件
1 1 . 6 官報
官庁報告
昭和33年度の国家公務員採用上級試験合格者
1 0 . 6 官報
昭和33年度国家公務員採用初級試験合格者












第 1 条 本学に所属する 固有財産をその 目的お よ び用途以
外に これを国以外の 者に使用 さ せ る 場合の取扱につい て
は， 関係法令叉 は「国の庁舎等を使用又は収益 さ せる場
合の取扱の基準」に定める 場合を除くほか ． こ の規程の
定め る と こ ろ に よ る 。
〈定義〉
第 2 条 この規程にお い て ， 「部局」文は 「部局長」 と は
本学固有財産取扱規程第 2 条に定め る 部局又は部局長を
い う 。
〈使用手続〉
第 3 条 固有財産を使用する も の は ， 別紙第 1 号様式の使
用願を使用 予定日 の七日 前までにその所属す る部局長 を
経て学長に提出し ， その許可を受けなければ な ら な L、。
2 職員学生等の 福利厚生の 目 的で食堂 ， 売店等比較的長
期にわた り 使用する も の は． 使用願を使用予定日の 二 ヶ
月 前 ま で に その所属す る部局長を経て学長に提出 し ， そ
の許可を受け なければならなL、。
部局長は， 前項の 使用願を学長に提出する と き は ， 次
の各号に掲げる事項を記載した書類を添付しなければな
ら なレ。
① 固有財産台帳記載事I頁及び使用 さ せよ う と す る部分
の数量
使用 さ せ よ う と す る 事由
使用させ よ う と す る 相手方の住所及び氏 名













① その他使用す る こ とが不適当 と認めた と き




第1 2条 使用者は． 固有財産ならびに物品等に損害を与え
た と き は ． 何人の行為であっても本学の指示に よ って直
ち に現状に回復す る か． 又は本学で認定した金
額
を賠償











有財産を下記に よ り使用致したい ので御許可下さ るよ
固
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ロ 申請の使用 目的以外に絶対に使用
しな いこ と
富ハ 使用 中は特に火気に最善の注意をするこ と
ニ その他本学建物の取締上必要な指示事項は厳守 ｜ 山




















理の固有財産を使用す る こ と について は ． 固有財産法 く昭
和23年法律第73号〉第1 8条及び第1 9条の規程に基き， 下記
条件を付して許可する。
〈使用条件〉








うお願いし ま す。 ｜ 第 2 条 使用者は ， 前記の物件を
なお ． 御許可の上は貴学の使用規程立立に許可条件を 厳守
ます。
記
1 .  使用し よ う と す る固有財産の所在名称
2. 使用日時
昭和 年 月 日 時 よ り
昭和 年 月 日 時ま で
3. 使用 目的く内容は具体的に記入す る こ と 〉
4 .  使用予定人員
5 .  その他参考 と な る 事項
（別紙第2号様式〉

















日 時 よ り
昭和 年 月 日 時ま で
3. 使用 目的
4. 使用条件




第 3 条 使用期間は ． 昭和 年 月 日から
昭
和
年 月 日ま で と す る 。 たY L使用期聞を更新し
よ う と す る と き は ． 使用期間満了 2 ヶ月 前ま で に ． 書面
を も って 部局長に申請しなければならな し、
（使用料及び延滞金〉
第 4 条 使用料は . 1ヶ 月 円 と し． 当局才入徴収官の
発する 納入告知書に よ り ， 指定期 日 ま でに納入 しなけれ
ばならな い。
2 指定期日ま でに使用料を 支払わない と きは， その翌日
から納入目まで ． 延滞金と して 日歩4棄の割合で計算し
た金額幸子支払わなければな ら なし、。
仁使用料の改訂〉
第 5 条 部局長は経済情勢の 変動． 固有財産関係法の改廃
そ の他の事情の変更に基づい て特に必要があ る と 認め る
場合には使用料を改訂する ことができ る。
（経費の負担等〉
第 6 条 使用者は ， 使用物件の維持保存の為通常必要 とす




第 7 条 使 用物件は ． 固有財産法第18条に規定す る 制限の
範囲内で使用 さ せ る も の で あり ， 使 用者は． 常に善良な
3 -
第 1 5 号
る 管理者の注意を も っ て維持保存 し なければな ら ない 。
2 使用者は， 佼周期間中 ． 使用物件を第 2 条に指定する
用途以外の用途に供しなければな ら ない 。





為を し よ う と す る と き ， 又は使用計画を変更 し よ う と す ｜ 第1条 こ の規程は， 火災の予防及び防止のために消防法
る と き は ． 事前に書面を も って部局長の承認を受 け な け
ればな ら ない。
（転貸等の禁止〉
その他に定める も の のほか， 本学に必要な事項について
定め る も の と す る 。
く定 義3
第 8 条 使用者は． 使用物件を他の者に転貸 し 又は担保に ｜ 第 2 条 こ の規程において「部局J 又は 「部局長J と は，
供してはな ら ない。 ｜ 本学固有財産取扱規程（以下 「取扱規程」 と しづ 。 〉第
（使用許可の取消叉は変更〉 I 2条に定める部局又は部局長をいう。





第 3条 部局長は， 所属の固有財産について ， 取扱規程第
4条第3号に 定め る 火災の防止に必要な指導 ， 監督をす る
責務があ る。
（消防団の設置〕
第ID条 部局長が使用許可を取消 したとき ． 叉は使用期間 ｜ 第 4 条 部局長は． 火災等の非常事態に対処す る ため消防
が満了 し た と きは， 使用者は自己の負担で ． 部局長の指 ｜ 団を設置 しな ければな ら な い。 た Y し 同一地域内に二部
定する期日までに使用物件を原状に回復して返還しなけ ｜ 局以上ある場合は前項の規定にか』わらず当該部局長が
ればな ら ない。 但 し 部局長が特に承認 した と き はこ の限 ｜ 協議の上総合消防団 を設置する こ と が で き る 。
り で、なし、。 ｜ 〈調 査〉









の全部叉は一部を滅失文はE受領 し た と き は， 当該滅失又 ｜ 第 6 条 部局長は， 次の事項を行わなければな ら なし、。
は強損による使用物件の損鰐額に岡当する金額を損害賠 ｜ ⑦ 防火思想の普及徹底を図ること。
償 と して支払わなければな ら なし、。 ｜ ① 防火， 失火の防止． 消火及び避難の計画をたて． 毎
た Y し ． 前条の規定によ り使用物件を原状回復 した場合









第 1 3条 部局長は， 使用物件につい て随時に実地調査し，
又はすf要の報告を求め ． そ の維持使用に関 し 指示す る こ
とができる。
（疑義の決定〕
第 1 4条 本条件に関l,. 疑義のある と き その他物件使用に
ついて疑義を生 じ た と きは． すべて部局長の決定す る と
ころに よ るもの と する 。
年1回以上消火避難等の訓練を実施すること。
① 防火設備の整備 ， 改善及び充実 につと め ， 監守者並
びに補助監守者〈以下「監守者等」という〉をして
随時点検させること。
＠ 漏電防止のため ． 配線に ついては， 年 1 回 以 上の絶
縁抵抗試験を実施す る こ と 。
① 消火のため必要な消火栓， ホース及び消火器， ノくケ
ツ， 水槽． 砂箱等を相当数備え付けてその所在を明
示し随時点検させること。
① 職員 ， 学生 に対 して消火用器具 ． 施設の所在及び取
扱方法を周知徹底する こ と 。
① 建物． 設備等に危険があると認めたときは， 適当な
安全措置を講ずること。





第 7 条 監守者等は ， 取扱規程第1 1条に定め る責務のほか
4 -
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次の各号に掲げ る 事務を行う も の とする 。




① 防火施設器具等を常時点検し， 故障等に よ り 修理の
必要があ る と認めたと き は． すみやかに修理の手続
をす る こ と。 I 
〈火気使用�r.対する厳守事項〉 ！ 
第 8条 火気発生の 恐れの あ る も のL使用については． 次 i
の事項を厳守しなければならなし、。 I 
① 火を直接使用す る ス ト ープ ． ボ イ ラ ，ー 火起 し場 ．
風 呂場 ， 炉， かまど等のた き ロから 1 メ ー ト ノレ以内
に衣服， 木竹， 紙その他可燃物を置かない と 左。
① 煙突は， 煙筒が破損し煙気が漏洩する状態のまL文
は筒内に 著し く 煤煙を附着 さ せたま 斗 で使用しない
」と。





第10条 火気使用後の 処置については ， 次の事項を厳守し
富山
なければならない。 l大




① ス ト ー プ， 風目場 ． 火鉢． かまど等火気の使用が終





第 1 1条 退庁時以後の 火気使用者は． 当該監守者等の了解






所を離れないこと。 I 2 前項の火気使用者は退室の 際は後仕末を してその旨を
① 直接実際に必要な発火性又は引火性薬品等の実験室 ｜ 宿直員又は警務員に届けなければな ら ない。
内への持ち込みは，最小限度に止めること。 ｜ 〈日曜．休日等における火気使用者の届出事項〉
＠ ガス又は電気を熱源とす る 器具は，不燃性の 台又は ｜ 第 1 2条 日曜， 休日等に於いて火気を使用するものは，前
容器の上に置き可燃物から火災予防上安全な距離に ｜ 条に準じで届出なければな らな い。
置いて使用すること。 ｜ 第3章 消火活動の基準
① ストープは， その形式に応ずる燃焼方法を熟知して ｜ 〈消火基準〉
過熱を避け且つ不燃性の ス ト ープ台を設けて直接床 ｜ 第13条 火災を発見 し又は出火の 際は職員及び学生は直ち
に接しないこと。
① 煙突は，継目 を十分にし， 途中可燃性の も の に近寄
る と き は ， その 部分を石綿板で覆い， 煙出口は ， 建
物から離すこと。








⑮ 電熱器等の使用については ， 容量以下とし， キ ー ソ




第 9 条 部局長は ， 気象状況が火災予防上危険と認め られ
又は， 火災警報が発令されたときは， 火気の使用を制限
し， 使用を特に注意する等適宜の措置をとらなければな
に次の 基準によ り ， 消防団 と緊密に連けいして． 消防の
処置をとらなければならない。
① 出火発見者
電話交換室 ， 門衛所， 当直室その他近隣に 出火場所
を報知 し． 臨機の 方法で消火につとめ る こ と。
① 出火側近者
出火発見者に協力 し ， 報知及び消火につとめるとと
























第14条 前条の規定は近隣より出火して部局に延焼し文は ｜第9条 〈従来の第8条〉
延焼の危険がある場合に準用する。 ｜ 教授会に幹事 1名を置く。
第4章 火災の調査 ｜ 幹事は事務長をもってこれに充て，議長の指示により庶
（調査報告事項〉 ｜ 務を処理する。
第15条 部局長は，火災が発生した場合は．次に掲げる事 ｜ 附 則
項を調査し，責任の所在を明らかにして，すみやかに学 ｜ 本規程は昭和33年12月4日から実施する。
長に報告しなければならない。 ｜ 規程の冒頭に下記の字句を挿入する。
① 火災の原因及び日時 ｜ 昭和28年9月9日制定
① 監守者等の監守状況 ｜ 昭和29年11月5日改正


























2 休 館 日
日曜日及び国民の祝日
年 始 1月1日から1月3日まで
第3 条を次のように改める。 ｜ 年 末 12月29日から12月3 1日まで




























第 1 0条 職員が館外帯出することのできる冊数は原則とし
て10冊以内とし ，期限は 1 ヶ月以内とする。 ただし事情
によっ ては期限内であっ ても返納をもとめ ることがある



















昭和 3 4年 1月 1 日
限は 1 ヶ年以内とする。
第 1 6条 前条によっ て図書を借受けようとするときは図書l富
貸出簿に所要事項を記入のうえ 責任者捺印するものとすl 山
る。 l大





者を定め 館長又は分館長？と通知し なければならない。 l号
（図書帯出券〉











第24条 図書を汚損，破損し 又は亡失し たものは，図書館
の指示に従い弁償の責を負 わなければならない 。
第25条 この規則に違反し た行為があっ た者は図書の利用
を一定期間停止することがある。
付 則
この規則は昭和33年 1 1月 1 8 日から実施する。
.. d，『....... 圃，.....司、＿..’H’崎、ρ .，，『，・“..., .....『』.. ....’
人 事 異 動
ー‘....- ....・.，，..，‘0・h，～‘手、......・－．♂、。‘～，『.....』，．．
官 職 氏 名｜ 異 動 内 容 ｜ 発令月日
黒 崎 昭 登 文部教官 〈教育学部附層／時校教諭） に採用する｜ 9 .  
堀 田 実｜ ，， 。
佐 野 輝 治｜技能員（工学部〉に採用する
品川不二雄｜教務員〈工学部〉に採用する
大 西 圭 造｜用務員〈経済学部作業員〉に採用する
板 谷 忠 良｜臨時筆生（教育学部〉に採用する 9 .  8 
秋 本 国 男｜臨時筆生（附属図書館本館〉に採用する
吉 田 啓 ｜臨時筆生（薬学部〉に採用する
助教授仁文理学部】 正 宗 励 ｜教授に昇任させる 9. 1 2  
講師く教育学部〉 岩 田 弘｜助教授に昇任させる























































5 9 .  
子
和堀臨時筆生（経済学部）
































































1 o. 16 














































光｜｜休国家職の公期務間員法は第昭和79条34年第i 月号3の1 規日定まにでよとすり休る職に する｜I 11. 1 ｜大杉ミサ子｜休職の 期聞を昭和34年5月 5日まで更新する
｜牛島ア ャ｜休職の期 聞を昭和34年間4日まで更新する
｜ 清 水 勉｜辞職 を承認する
｜石金庸子｜ ，， 
｜志 甫房 枝｜ ，， 
｜井 波 キ ク イ ｜ ，， 
｜松 下一 郎｜ ，， 
｜ 坂 口 タ ツ ノ ｜ ，， 
｜ 岡 本 敏 彦｜ ，， 
｜酒 井 康 彦 ｜ 昭和33年度文部省内地研究員を命ずる













1 5日期ま 間ではと昭す 和る I a. 12 
｜ 小沢慎一郎 I 1ソ2グ日イよエり昭ト和連3邦向への 且出2 変回更和す33る年8月 I 10. 4 ｜ 小 林 貞 作 ｜｜昭カ和ナ問ダ ア月メ12リ日カよ合り衆昭国和へ昨出張10 を月命1ず0 日る まで 期とす間はる｜ 8. 12 
｜竹内豊三郎I �r1�措！I需品主新�i4s £�r�明和引11・23山 田 啓 祐 ｜｜ 任文期部教は官昭和〈講35 師年教3 月育3 学1日部 ま〉でにと併す任るする 1 1. 20 
｜ 新 田 隆 信 ｜｜任助期教授は昭（文和理34学年3部月）31に日併ま任で すとるする
川 村 多 実 三 ｜｜講任師期はL文昭理和3学3部年？2に月採31用日すまでる とする
密回正吉｜君事1-i詰若者登jA�f*B�-tc�とする
大島国雄｜ ，， 













森 川 宗 一 ｜｜ 工昭学和 3部3年）に12採月 2用4す日るまでとする
一矢 篤 ｜｜ 任講師期は（文昭 和理学34年部＆月に3採1日用ますで るとする
川 路 伸 治 ｜ ，， 
烏山喜一｜ ，， 
｜萩 屋 薫 ｜｜ 講任期師は（教昭育和学34 部年§月に3 併1白任 ますでるとする
｜久保田 音二郎｜講師（経宇部〉 ，， 
｜能 登志雄｜講師 く教 宇部） ;; 
I 常 木 勝 次 ｜任講 期師はく文昭和理学33 年部�月初庁日までとする
｜ 細 井 卓 ｜｜講任師期はL経昭済和3学4年部§月 31庁日までとする




































9 10. ,,, 講師 （文理学部）
。大田栄太郎














10. 16 ,,, かTこ関大
10. 7.6 ，， 光回霜
r: J 11. ，， 
11. 15 ，， 布村清太郎
11. 24 ，， 市清岡末




















































出 してお り ます。この大学も他IT,新制大学と 同様 ． 学部が
分散し、た して お り ま すが ． 現在学部集中計画 を た て ， その
第 1 着手と し て ， 昭和32年経済学部 と 附属図書館をこの 五










る道筋に整列してお待ち した大学幹部 ， 大学後援会代表 ，





ばと ． 大学の沿革 ． 概況の説明 を御聴取あったが ． これに
対 し 「いよい よ大学の使命を達成する よ う 御尽力下さい」
との御 こ とばを賜わった。
奏 上 の こ と ば
天皇． 皇后両陛下に は こ のたび国民体育大会御臨幸にあ
たりま し て ， こ の 大学 に も お立寄 り いただ きま し たこ と は
-10一
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ます。 ｜ 究は充分と はし、えない。またその価甚だ高く贋偽品或は異
申すますでもなく富山県は 日本海沿岸の中央に位し ，古 ｜ 物の混入等も少くなし、。 ｜ 富
来 η薬ん の名声は全国 に行きわた り且つ全国席指の電源県 ｜ 木研究は牛黄の科学性の検明と贋偽品との識別要素の検 l 山
として各種の近代工業が非常な勢で発達し，それと相倹つ ｜ 討に重点をおき研究に着手し たもので北米産牛黄を対照と ｜ 大
て経済活動の最も活躍な地方でありましてこれらの立地条 I Lその成分とし て，カロテノイド．コレステリン，胆汁酸， ｜ 学
件に適合する学部を有し ておりますこの大学といたし まし ｜ 胆汁色素等の分離確認を行い更に循環系，殊に血圧に及ぼ
ては本県における自然及び産業とその影響とを科学的に究 ｜ す影響につき検討を加へ著明の血圧低下作用のある物質と
明し人文の発達，地方産業の開発に貢献するこ とこそこ の ｜ 上昇作用を呈する物質の存在 することを知った。 但し両物 l 十
大学に課せられた使命であると信じております。 ｜ 質は不純のま ま 検討さ れたもので 詳細は今後の研究にまた l 五




の授業さえあやぶまれる事情にあったので、ら りますが ， 多
額の補助を支出して緊急の設備を整えて頂きましたので，
大学の発足とその後の運営が極めて円滑となりましたこと
は私共一同 深 く 感謝いたしているとこ ろであります。
硫酸j宰の利用に 関する研究
工学部教授 森 棟 隆 弘
硫酸製造の際の硫化鉄鉱焼津である 硫酸津は，鉄分が高
































































































































































た 叉練 を具え た特異な標本が見られるが ． 叉練の存在
は従来 全 く 知られなかった ことで ． アカヒ ト デ属の特徴r」 ｜ た。
重要な改訂を必要とする。
ま たア カ ヒ ト デに一見酷似した 標本が収められてい る 。




す る ことの適否 については ， なお検討の余地がある。
北米産牛黄の研究 について
薬学部教授 中 沖 太七郎














「牛黄 と は牛の何んであ る か」
森棟教授に対 しては．
「現在までは如何にしていたのか硫化鉄鉱はこの研究で
完全に利用できる ようになった のか． タリヲ ムの使用方
法は如何j
終って隣室に列んだ教育特別功労者， 富山高等学校創設寄




の 御言葉があった。 か く て ， 1 1 時25 分前記人 々 の お見送 り
のうちに御退室 ， 次の予定先， 呉羽紡績庄川工場に向われ
た。 こ の 日 の特別奉迎者のうちには元文部大臣の松村謙三
氏や国体臨場の本省体育局長清ぷ康平氏も加った 。
ま た 国体最終 日 の23 日 ． 大臣 代理 と して臨場の稲 田 文部
次官は 閉会式待のII寺聞を利用 し て 1 1 時過ぎ来訪 ． 学 長 事務
局 長 と 中食を と も に し な が あ学内 事情を聴 き ． 次い で経済
学部 ． 図書籍 ． 黒田講堂な どを視察 して 1 時過ぎ退出 ， 国
体会場の閉会式に臨んだ。




振りを視察するため に来富し たが ． 国体第 ！ 日 の 1 9 日 会場
から午后 1 時過 ぎ来学， 黒田講堂階上来賓室で大学と県と
の 共催歓迎午餐会に臨んだ。 学長挨拶の あ と 食事を共にし
なが ら一同郷土談に花を咲かせ約 1 時間余 り に し て辞去 し
た。 一行の う ち には会長黒田善太郎氏息章之亮氏夫妻及び
副会長の中田圧太郎氏 も 代表 と し て加ってい た。
会 議 ， 講 習 ， 催
第 四 回 東 海北陸地区国 立学校庶務
課長会 議
9月 24 . 25の両 日 掲題の 会議 が 本学当番の も と に 本部会
議室におい て行われた 。
第 1 日 は学長の挨拶 を も っ て始 ま り 午前午后 に わ たっ て
議事 を進め た 。 議事は要望 と 承合の 両事項に 区分 ， それを
更にそれぞれ任用 と 給与関係の二つに分け て 説明 ． 質問 ．
応答 を重ねた 。 要望 事項 では教室付事務系職員の定員上 ．
待遇 上 の 問 題 ． 通勤手 当 の 支給事務の 問題な ど 提 議 さ れ
た 。 ま た承合 事項では事務系職員の停年制 ． 事務官の 任用
基準 ， 健康安全管理委員会，事故調 査 委 員 会 ． 懲戒委員
会 ， 人事委員会な どの設置の 有 無 ， 職員厚生費の使途 ， 学
生休業 中 の教官 の勤務時間割振 り な ど が協 議 さ れた 。
この 日 中食後の ひ と 時は学内の見学に脅 さ れたが ， 何れ
も寄付に よ って成った本部 ． 経済学部 ． 図書箱 ， 黒田 講堂
を 見て羨 望を禁 じ 得な い も のの 如 く であった。
同夜は宇奈 月 温泉 ， と や ま 舘に宿泊 し ． 第 2 日 午后は会
議の続行に ． そ して午后は黒部峡谷 の探勝に過 した。
出 席者 の顔振れは ． 次の通 り である。
文部省大臣官房任用班直轄第二係 長 吉
















大 富 真 晃
吉 井 幸 太 郎
第 1 3回国民体育大会が1 1 月 1 9 日 か ら 23 日 の 5 日 間本県各
地で行われたが， そ の 中心に して主要 会場 と なった県営陸
上競技場に隣接し ているため 自づと本大学は国体 に特別の
協力をすることとなっ た。 即 ち 1 9 日 の開会式には構内 グ ラ
ワ ン ド が 1 万 2 千の選手入場待機の控場所になったばかり
で な く 構内全体が選手役員の会場への通路 と して利用 さ れ
た。 こ れは単に開会当 日 のみでな く ， それに至 る ま で 2 回
行われた入退場の 予行演習に も 利用 さ れ た こ と はい う ま で
も な い 。 こ の ほか障時 ， 出場国体鼓笛隊の演習場 と な り ，
特に 9 且 1 6 日 に は 自 衛隊 ， 警察 ， 高校 ， 中 学 ． の 各 プ ラ ス
パ ン ド の合同隊 400 名 の テ ス ト 演奏が黒田講堂で行われ ，
こ れを本学の職員 ． 学生に公開 したため 一大演奏会の観を
呈し た。 恐 ら く 室内演奏の最大なるも のであ ろう。
ま た会場の ス タ ン ド に入場 の 出来ない大学の職員及びそ
の家族の ため に会場に最 も 近 く ． こ れを 見下 ろ す に絶好な
自 然科学教室の屋上を開放 し た が ． 大変に よ ろ こ ばれた 。
なお当 日 は る ば る 来て入場の 出来なかった若干の一般人を
も 収容余力を勘案 して入場を許 した が ． こ れま た機宜の処
置 と して感謝 さ れた。 こ の屋上 の観衆は ， そ の 建物 と と も
に 写 真 ， テ レ ピ ， ユ ユ ー ス 映 画の視界に入 り ， 会場 の遠景
と なって ， こ よ な き 記念 と なった。 ま た こ の こ と は ラ ヂ オ
新聞に も 報ぜ ら れ ， 思い がけな し り ニ ユ ー ス と も なっ た。
更につけ加え て お く べ き は ， 国 体 の補助 会場に な る こ と
と ， こ の 国体に御臨場の 両陛下が21 日 本学に行幸啓さ る る
こ と が縁 と なって構内の清掃整備が行われた こ と で あ る 。
清掃には五福岡居の 各部局の事務職員が上下一体 と なって
献身 し ， 整 備 ， 特に正門 から グ ラ ワ ン ド に至 る メ ン ス
リ ー ト の補装は百数十万円 を投 じ て繰上施工ー さ れた。 ため















愛 知 大 学
名 古 屋 大 学
名 古屋工業大学
l岐 阜 大 学
三 重 大 学
ス江侍従行幸啓の下調に来学
1 1月 21 日 両陛下の御成りに備えて 9 月 12 日 入江侍従や宮
内庁員 ． 県行幸啓事務本部 の係員約40名 来訪奉迎の 準備態
勢の 下検分を して約30分に して退出 し た 。
。
灘尾文部 大 臣 及び稲 田 文部次官 の来学
1 0 月 1 9 日 国民体育大会開会式に臨 ん だ灘尾文部大臣は両
陛下御退場 を お 見送 り し た あ と 3 時頃秘書及ひ・清水休育局
長を幣同来学 . 2 1 日 の 両陛下奉迎 準備の下見を な した あ と
約半時間 にわ た っ て大学の現況 を学 長 ， 事務局 長から 聴取
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した。
報
福 井 大 学 課長 清 水 策 雄
，， 補 佐 宮 川 利 代 蔵
金 沢 大 学 課長 市 川 悌 雄
，， 補佐 石 田 竜 次
鳥 羽 商 船 高校 事務長 丸 井 幸 治
富 山 商 船 高校 。 松 原 松 之 亙
本大学からは吉田 局長 ， 小原課長 ， 森田補佐 ， 高松係長が
参加 した。
富 山大学 高等学校第 九回連絡協議会
毎年 ， 翌年の学生募集につい て送 り 込む立場の高等学校
と受け入れる立場の大学 と の聞で打ち合せ懇談 が行われ るI 習慣となってから こ と しで 9 回目である。 こ と しは特に呉
西地区の出席者の便宜を計ってそ の 中心地たる高岡の工学
部で催 さ れた。 協議 の主要題 目 は 「昭和 34 年度の学生募
集」 と 「昭和35年度及び36年度以降の入学者選抜学力検査
実路教科」 につい て であ る が ， こ の他試験科目 の具体的詳
細 ， 及落の限界点 ， 補欠入学の制限緩拘な どにつ い ての要
望やら質疑やらが熱己、に行われた。 これには県下高等学校
の 代表者， 県教育委員会の代表者が ， ま た大学か ら は学長 ，
事務局長 ． 各学部長 ， それにこ の会の主役 た る 学生部 長ほ
か学生部 の殆ん ど全員 が出向参加 した。
昭和 ��年度 富 山大学科学教 育研究室
閉室式
昭和33年度は文理学部 2 . 教育学部 4 ， 経済学部 2 ， 工
品 学部 I ， 計 9 名が夫々の担当教官指導の も と に去る 5 月 1 6
日 から研究を続けて来たが. 1 2月1 5 臼をもって各課程を終
り ， 終了式が同 日 午后 1 時か ら ， 黒田諾堂来賓室で行われ
た。 これには室長た る梅原学長 ， 室主事たる武石学生部長
初め 関係各学部長 ， 指導教官それに県教育委員会代表者等
臨席 ， 修了証書の授与 ， 学長． 教育委員長． 教育長の祝辞
指導教官の挨拶 ， 研究生の答辞な どあって．研究発表に移
っ た。 今回は特に生物学研究の砂田孝 （文〉 生田信之（教〉
の両教諭は図書館の視聴覚教室で、ス ラ イ ド並に映写機に よ
って発表す る と い う 今 ま でに ない熱の入れ方で散会は 6 時
30分に及んだ。
冬 季 認 定 講 習 の 実 施
本年度定時制認定講習は教育学部教官 ． 及び講師を主軸
と し て 目 下次 の と お り 実施中であ る 。
科 目 ｜ 期 日 ｜ 会 場 ｜ 講 備前川叩 考
咽 保育内容の1 1 月 1 0 . 1 I I 




保健法を中学 校 保 健｜ 向上 ｜八人町小｜ 山淵利文 ｜ 心 と した統計表
作成
一般教育 1 1 月 24 . 25
生活科学13 1 2月i . 1 付 幼 ｜ 広瀬 ヒ サ
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救急処理及｜ ｜ ｜ ｜ 
び看護法 ｜ 同上 ｜ 日 赤 ｜ 米村長敏 ｜
予 防 医 学 1�r訪問 柳町小 ！鮒谷喜兵衛＼ 6長員長ヱ ン グ教 育 心 理｜ 同上 ｜教育学部｜ 泉 敏郎
教 育 原 理｜ 向上 ｜ 定塚小 ｜ 立島 、 譲
富山大学
矢 内 康 前 東 大 総 長 講 演
十矢内原博士北陸来遊の機を と らえて 1 0月 30 日 早朝9時から l 五
経済学部階段教室 で、講演会が聞かれた 。 演題は 「経済学の ｜ 号
研究につい て」 で約 1 時間半に渉 り 重厚な論旨を淳 々 と し
て 開陳 された。 ま づ専門的な起論か ら一般的な教養論に転
結する巧みな論旨の展開で、あった。 即ち社会科学 と しての
経済学の本質か ら解い て 自 然科学 と の 相違に及び ． そ の相
違か ら約束づけ られた 。 両者の研究方法の比較を論 じ ， 結
局経済学の研究 とい う こ とに託 して ． 学生の修学のあ り 方
更に進んで社会人 と なった場合の ものの考へ方 ， 事にあた
る態度に及んて、話を結ばれた。
検 査 ， 監 査 ，
日 本育英会奨学金受梯事務監 査
昭和33年1 1 月 1 1 日 ． 日 本育英会奨学金受払事務監査のた
め監査係長伊藤精太郎外ー 名 来学 し ， 本部及び各学部の奨
学金受払に関する帳簿 ， 書類を監査 した。 監査の 結果成績は良好であった。
共 済 組 合 年 次 監 査
年も詰った 1 2月 8 . 9 .  1 0 の 3 日 間共済組合支部年次監
査のため地元富山財務部 の長沢． 湯浅 ， 木下な ど 4 名の監
査官来学， 会議室で詳細にわたる監査を笑施し た。
学 内 諸 機 査
国体開催， 両陛下の行幸啓など一連の行事終了のあ と 多少齢裕の生 じた1 1 月 ， 会計 と庶務の両課では次の学内検査
を突施 した。
物 品 検 査
1 1 月 1 4 日 事 務 局
1 5 日 学 生 部1 9 日 経済学部 ． 図書舘
22 日 薬 学 部
会 計 事 務 監 査
1 1 月 26 日 文 理 学 部
28 日 工 学 部
1 2月 2 日 教 育 学 部
給 与 監 査
1 1 月 25 日 薬 学 部， 文理学部
26 日 経済学部． 教育学部
27 日 図 書 舘 ． 工 学 部
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人 の 動 き 、 慶 弔
永 年 勤 続 職 員 の 表 彰
永年勤続者の表彰 と い う こ と は従前から 何れの団体事業
場 において も 行われて い る 慣で あ る が ． 本大学 と して は昭
和26年から こ れを実施 していた。 そ こ え 昭和28年文部省が
省内で実路 し て こ れを直轄学校に勧奨 した こ と か ら ， 秋の
勤労感謝の 日 あ た り を 目 標に恒例の行事 と して本格化 した
も の で あ る 。
本年の表彰式は例に よ り 後援 会 と 共催の も と に ． 大学側
から は梅原学長は じめ学部長 ． 評議員 ， 後援会側か らは山
森副会長や役 員 多数 ． そ れ に 中 井県教育委員な ど列席 して
勤労感謝の 日 の翌 日 であ る 1 1 月 24 日 1 1 時か ら本部会議室で
行われた。 学長及び後援会副会長の感謝 ， 表彰の こ と ばが
あ り ， こ れに対 し六浦講師一同 を代表 し て挟拶 し ， 終って
学長か ら夫々 に感謝状 と 記念品が 贈 呈 さ れた。 式後黒田
講堂貴賓室で些やかな祝宴があ り 1 時散会 した。 こ と しの
表 彰者は次の と お り で あ る 。
勤 続 年 数
所属部局 ｜ 官 職 ｜ 氏 名
｜事豪 ｜ 本 学｜議員
文理学部 ｜ 講 師 六浦 教乗 28 . 7  1 0 . 4  1 8 . 7  
，， 中 臣 恵、臣 20 . 7  1 9 .  7 1 .  0 教育学部 ｜ 助教授 林 勝次 21 . 7 1 3 . 0  8 . 7 
教 諭 小西 信三 21 . 7 1 4 . 1 1  5 . 8  
薬 学 部 ｜ 技能員 藤 田 友次郎 20. 1 0  20 . 1 0  
＆， 内山 幸吉 21 . 8  2 1 . 8 
鳥 山 、 清 水 商 氏 の 家 学
本学発足 し て今年は 1 0周年に な る が ， 今や経済学部図書
舘の建物は云 う ま で も な く ， 設備 も整い ， こ れを追 う て黒
田講堂本部事務所 も 出来上 り ． 五福地区えの集中計画は着
々 と 進捗 し て い る 。 本来な ら ば こ の現況で迎え る 1 0周年は
大 々 的行事を も っ て祝福 さ る べ き 所 ． 今年は本部移転 ，検査
次いで国体 ． これに伴 う 両陛下の御米学 と 待ったな し の忙
し さ に結局お祭 り 騒ぎを避けて ， 大学の創立 ． 整 備 ． 発展
に貢献せ ら れた ． 歴代学長を招いてそ の労を稿 う と と も に
大学の現況を見て頂 こ う と い う こ と と なっ た 。 それには国
体行幸啓準備の前 と い う こ と で1 0月 1 日 2 日 と い う 日 が選ば
れた。 当 日 は創立の際学長事務取扱い と し て ， 最初の礎を
築かれた清水 虎雄 ． 初代学長の 鳥山喜一氏 （両氏 と も 東洋
大学教授〕 の両氏が米学 さ れた が ， 2 代学長の石原寅次郎
氏 が不快の趣 で不参加 と なった の は ， 遺憾で、あった。
第 1 日 は本部会議室で学長 ． 各部局長 ， 評議員 と 午餐を
共に して の懇談会が聞かれ ， 午后か ら は経済 ， 図書 ， 教育
の現況視察をな し ， 当夜は湯涌温泉の 白雲楼で宿泊 ， 2 日
は ， 工学 ， 文理の両学部を視察 して ， 同夜は金茶寮におい
ての ， 懇親会に臨み ， 翌 3 日 両氏 と も 前後 して 帰 京 さ れ
た。
....... 守・
な お こ れを 機 と して ． 学長室に歴代学長の写真を額 と し
て掲げ る こ と と な り ， 既に鳥山 ． 石原両氏の分は室を飾つ
てい る 。
護 国 、 掘の爾教官 学位取得
工学部の金属工学科の養 田実教授はかね て 母校の東大工
学部に学位論文を提出 し て いた が 1 0月 30 臼 同学の教授会の
審査をパ ス した。
論文の 主 題；:t 「 キ ユ ポ ラ （熔解炉〉 に関す る 研究」 で あ
っ て ， そ の研究成果は既に昭和29年東大に魁けて 日 本で最
初の熱風式特殊溶解炉 と し て具体化 さ れて い る 。 同炉は高
さ 4 メ ー ト ノレ ， 直径 1 . 5 メ ー ト ル と い う 溶解炉中 の最小の
も の と い う こ と であ る 。
ま た文理学部生物学第 2 諸座の堀令司助手 は 「 メ ダ カ の
未受精卵膜電位 と 付活に伴 う 変化につい て」 と い う 論文 を
こ れ叉 そ の 出身校で あ る 名古屋大学理学部山本時男教授の
も と に提出 していたが1 2 月 1 2 日 間大学の教授会の審査 を と
お り 学位を取得 した。
小沢、 小林雨教官 の帰朝
8 月 1 6 日 ソ ピ ヱ ト 船で ナ ホ ト カ経由 訪 ソ の 旅に あ った小
沢助教授 （教〉 は 9 月 26 日 夜 予定を早めて 帰富 した。 当夜
は台風22号の通過の荒れ狂 う 悪天で、 あ った が ， 日 ソ 協会 ．
音楽関係団体 ， 地元教育界の代表者及び多数の出迎があっ
た 。 そ の う ちの有志に よ る 歓迎 の テ ー メ ー テ イ が駅前の資
生堂ノと ラ ー で聞かれ ， 代表者 か ら それぞれ歓迎の こ と ばが
あ り ， こ れ に対 L 同助教授の内地第一声 と も い う べ き ソ ピ
エ ト の土産話が披露 さ れた。
同助教授は帰路を ヨ ー ロ ツ パに と り ． 古典音楽の郷土 と
も い う べ き 国 々 を 経由 の強い希望を も って い た が ， 参加団
体の使命に鑑み ま た団体員 と し て の 連帯共同 の行動を守る
と い う 立場 か ら パ ノレ ト 沿岸の リ ポ ー 港 ま で行 き 北欧の 国 々
を指呼の聞に 眺めなが ら こ れを断念． 帰 り は空路モ シ ゴ ー
ノレ共和国の ク ラ ン パ ト ー ／レ ， 北京を経由 して帰国 した も の
であ る。
小林教授 も ま た ， 小沢教授 と 同 日 の 8 月 1 6 日 ． こ れは羽
田 空港を立っ て カ ナダへ向＼， ＇ 8 月 1 9 日 か ら27 日 ま で モ ン ト
リ オ ー ル 市の マ ツ ギ ノレ大学で開催 さ れた第 1 0回国際遺伝学
会議に 出 席 ． こ の と こ ろ 数年にわたって精根を傾；すて波頭
した研究 「 ゴ マ の放射線遺伝学」 についての成果を発表 し
た の ち ． ア メ リ カ にわた り 約 1 ヶ 月 半各地の大学や研究所
を歴訪 して 1 0月 1 5 日 羽 田 え 帰来 し た 。
竹 内 敬 授 の 渡 米
33年度文部省海外研究員 と 決定 した文理学部竹内豊三郎
教 授 は ， 問題の電子顕微鏡回折装置の備え付け手配 も 終 り
且つは留守 中の 講義対処 も 終ったの で 1 1 月 23 日 富山駅に学
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長初め大学関係職員 ， 学生な ど 多数の見送 り を受けて 名古｜ 的研究に専念 してい られた よ う であ る が ， その傍 ら米国 カ
屋経由 上京渡米の途に上った。
高 光 兼 重 教 授 の 逝 去
ン サ ス 大学プ リ ユ ス タ ー 教授の 「オ リ ジ ナ Jレ ケ ミ ス ト リ ー
J の 800 頁に も 及ぶ翻訳を も の I. ti" ポ ム 指r書官b1'"着宝 山
れていたな ど ， 如何に も 教授の性格にふ さ わ し い と 云 う ベ ！ 大
経済学部の高光教授は心臓弁膜症 のため 1 1 月 22 日 市民病 ｜ き であ ろ う 。
正宗、 高光雨教授の叙位、 叙勲
片品，，守与
院で－永眠 された。 教授は生え ぬ き の 富山つ子であっ て ， 高
岡高商業 と 神戸 商大の 2 校を卒えた学歴の持ち 主 で あ っ
た 。 世に 出 る と i 年余 り 民間会社で勤めたが ， そ の学究肌
は 自 然 母校の 富山商業に教鞭を と らせ る こ と と な り ， 次い
で昭和1 5年同 じ く 母校の高岡高商の教壇に立つ こ と と なっ
た。 併 し 当 時戦局の進むにつれ高商が経専 と な り 1 8年に工
専 と な る や教職をなげ打って ， 折か ら 喫緊の 問題で、あった
物動の仕事に ， 或は商工省の役人 と して ， 或は軍需省の軍
需管理官 と して ． そ の専門であ る 経理の面か ら献身 し ． 終
戦后 も 所j胃 ， 役職を変えて継続尽揮 した。 然 か も こ の 間
本職の 外に広範多岐な経済 ． 社会的諸公共団体に ， いろ い
ろな役職 名 で参与 し て ， λ面六つぴの 活躍を して い る 。 社
会経済事情の落ちつ く と と も に折か ら24年新制大学発足 す
る や ， ま た教職に復 し て 富山大学助 教授 と な り ， 27年教授
に昇格今 日 に至った も の で あ る 。 教授には数多い論作が あ
る が特に単行本 と し て上梓 さ れた も の に 「工業会計概説
」 があ り ， 編集に 参加 して ， 本 と なった も のに 「経営学辞
典」 ゃ 「会計学辞典」 な どがあ る 。 官吏 ま たは 公吏 と して
実際面に多角的な活動の反面 ． 学究 と して幾多 の業績を遺
し て い る のは偉 と す る に足 る 。 篤実 な る 性格 ， 綿密な頭悩
そ して活動的な意欲は ， 或は学生の指導に ， 教授陣充実斡
物故の 正宗 ， 高光両教授に対 し夫 々次の如 く 叙位 と 叙勲 E 十
l 旋に ， 同窓会の 世 話 に ， はては経理事務員の育成に ま で尽
も さ しめてい る 。 よ わい漸や く 50才に達 したばか り で
余 り に も 多 く の ア ／レ フ ア を残 して生涯を終え られた こ と は
惜みて も余 り り あ る 。 葬儀は 1 1 月 24 日 桃井町遍照寺で営ま
れた。
正 宗 励 教 授 の 逝 去
文理学部正宗教授は 9 月 1 3 日 夕 刻研究室で実験中卒然 と
し て逝かれた 。 教授の血圧につい て は余 り 知 ら れていなか
ったの で ． こ の計は意外の 感を もって迎え ら れた。 享年58
才 ま だ ま だ と い う と こ ろ で あった。 葬儀は梅沢町の真興寺
で営ま れた。 教授は岡山県 の 産 ， 昭和 6 年東北大学理学部
卒であ る が ， も と も と 岡山の薬学専門学校出身の薬剤師で
あった。 従って大学を出た後民間の 化学工業会社に勤務 し
て薬品関係の仕事に従事 していた。 教職につ いたの は昭和
の 御沙汰があった。 ｜ 五
従七位正宗励教授に対 し て は 9 月 1 3 日 付を も って従五位 l 号
に叙する と 同時に特旨追陸を も って正五位に叙せ られ ， 加
え て 同 日 勲六等瑞宝章を授け られた。
ま た従六位高光兼重教授は1 1 月 22 日 付を も っ て正五位に
叙す る と と も に ， 頁に従四位の特旨 追陸があった。 そ L て
同 日 付を もって勲五等瑞宝章を授けら れた。
宮 武 警 務 員 の 逝 去
文理学部の宮武栄吉警務員は肺結核の ため1 0月 30 日 死去
さ れた 。 同氏は射水郡下村の産， 昭和の初め 上京 して野球
の硬球を製造販売を し てい た が . 1 8年に戦争のためポー ノレ
の製造を禁止 されて廃業のやむな き に至って ， 帰郷 ， 建設
途上にあった住友金属に徴用勤務 と な った。 併 し不幸 こ れ
も 終戦 と 同時に建設中 止 と な って ， 大学発足 と と も に警務
員 と して 大学に這入った気毒 な職置の持主で、あ った。 享年
52才 ， あ と には未亡人 と 1 男 3 女を遣 し て し 、 る 。
馬 場 正 治 氏 の 逝 去
文理学部の前身富山高等学校の創設寄付者 で あ る馬場正
治氏は結腸症の ため東京都女京区の順天堂病院で1 2月 3 日
な く な ら れた。 葬儀は馬場汽船 会社の 社葬 と し て 1 2月 5 日
東京青山祭場 で行われ ． 別に1 5 日 には郷里東岩瀬の 自 家 こ
ん立の菩提寺願了寺で告別式が行われた。 東京の葬儀には
高瀬文理学部長 ， 岡本教授が上京参列 し ， 東岩瀬の告別式
には学長が臨んで弔辞を述べた。
同氏は富山高等学校創設の時は まだ1 7才の 未成年て。あっ
た為母堂は る 予 さ ん が親権者 と なって寄付行為がな さ れた
も の であ る 。 当 時 の寄付は敷地約 1 8 . 000坪 ， ま た校舎は延
3 . 500坪であ る が ， こ の他に ラ フ カ デ オ ヘノレ ン の蔵書2 . 500
冊 と ， こ れを格納する耐震耐火の特別倉庫 ， それに運営基金
教職員海外留学基金 ま で合せて百数十万円 の額に及んでい
る 。 時 価に見積れば4 . 5億の巨額に達す る も の で あって ，
1 2年で大阪府下の商芋や工業学校の教諭を経て全1 8年富山 ｜ 金額から いって も 実に桁外れの も の で あ る 。 と れが地方の
高等学校の教授 と な り 大学に移行 今 日 に至った も の で あ る ｜ ー豪商の特志であって ， 対象が当時 と しては最 も 地味な教
が ． 逝去に際 し生前 の業績に よ り 大学助教授か ら 教授に昇 ｜ 育施設であった の で あ る か ら ． そ の意図す る と こ ろの清純
格 さ れた 。 ｜ さ が渉み渉み と 思い返 さ れ る 。 こ れを 包せつ した 富山大学
資性温厚に して常に黙 々 と して研究に ， 学生指導にあた ｜ がそ の本来あ る べ き水準をぬいて ， 70有余の国立大学聞に
っていた。 いかに も 自 然科学者 ら しい拍い固 な ， 謙虚 な人 ｜ 座 を 占 め て い る こ と を感謝 して思い見 る べ き であ ろ う 。
であった。 数年前か ら蛋白質研究 と カ ゼ イ ン 漉紙電気泳動 ｜ 同氏は若冠に して父道久氏 に死なれ家業を継いだ。 賢母
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はる子母堂の庇護があった と はいえ折か ら第ー次世界大戦
直後に際会 し以後好不況の起伏万丈の波i闘を乗 り 越え ． 更
に第二次大戦 ， 進んで終戦 と 回天動地の転変の裡を 通 り ぬ
けて よ く 父祖の業を保守 し続け られたこ と は偉 と するに足
る。 併 し こ の労苦が障ってかよ わい52才で去られた こ と は
痛惜の至 り であ る 。
昭和 34年度 学生募集要項
昭和34年度学生募集要項は1 1 月 1 8 日 の評議会で決定発表
さ れた。その う ちの主な る ものを挙ぐれば次の通 り であ る 。
1 .  募集人員




哲学 ， 史学 ． 国 文学及び 中 園 、
文学 ． 英文学 ， ド イ ツ文学 ／ 
備考 入学志願票には専攻を指定 しな い こ と 。
理 学 科 60名
（専攻種別 数学 物理学
化学 生物学）
備考 入学志願票には専攻を指定 しな い こ と 。
O 教 育 学 部
第一中等教育科 （4年佑IJ) 約75名
専 攻 別 国語 ， 社会． 数学 ， 理科 ， 音楽 ，
図画工作 ， 保健体育 ， 家庭 ，
職業， 英語
備考 入学志願票には必ず専攻を指定す る こ と 。
第一初等教育科 （4年制〉 約90 名
。 経 済 学 部
経 済 学 科 1 60名
。 薬 戸寸時ー 部
薬 学 科 80名






昭和34年 2 月 1 1 日 （水〉 から 2 月 20 日 （金〉 ま で郵
送の場合 も 2 月 20 日 〈金〉 ま でに必着の こ と 。
3 . 学力検査科目
教 科 ！ 科改 訂 教 育 課 程 目旧 教 育 課 程
国語（甲〉 と す る。
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学
数学科
数学Iの ほかに ， 数学 E ま
た は数学 E の う ち ， いず
れ
かー科 目 を選択させ る
（計二科 目 〉 ただ し ．
数学 I か らは統計お よ び
空間図形を除 き ， 数学 E
から は順列 と組合せお よ
び確立 と 統計を 除 く 。
解析 くD， 解析 CD
幾何の う ちから二科
目 を選択させる。
物理 ， 化学 ． 生物， 地学
理 科 ｜ の う ちか らー科 目 を選択 ｜ 上欄に岡 山
さぜる。
外 国 i 英語 ド イ ツ 語の う ち ｜ 
いずれか一 カ 国語を選択 上欄に同 じ。
圭ロ亘ロ 書’円ミ！ させる 。
(1) 旧 教育課程に よ る 卒業者は ， 旧 教育課程 ・ 改訂教育課
程の う ち ． いずれを選択 し て も よ い 。 （数学二科 目 の選択
は ， 改訂 ・ 旧両諜程に ま たがる こ と はできない〉
改訂教育課程に よ る 卒業者は ， 旧教育課程を選ぶこ と は
で き な し 、。
(2） 教育学部第 一 中 等教育科の音楽 ， 図画工作 ， 保健体育
専攻を第一志望 と する志願者に限 り ， 社会科文は理科のい
ずれかのー科 目 の 代 り に専攻 に応 じ ， 次の実技の検査お よ
び理論の試聞を選ぶ こ と がで き る 。 こ れを選んだ志願者の
第二次志望は認めなL 、。
実 技 理 論
音 楽 ｜ 器 楽 ． 声 楽 筆 答 試 問
図画工作 素描 ， デ ダ イ ン 試 問 し な い
保健体育 ｜ 体 育 筆 答 試 問
(3） 教育学部第一 中等教育科の職業専攻 お よ び経済学部志
願者に限 り ， 商業簿記を社会科のー科 目 と Lて選択す る こ
とカ2で、 き る。
備 考
1 .  薬学部志願者は ， 理科につい ては化学を選択する
こ と が望ま しい。
2. 工学部志願者は ， 理科については物理， 化学の う
ちから ー科 目 を選択する こ と が望ま しし 、
。
4 .  健康診断
3 月 24 日 （火）午後 1 時 よ り 診断を必要 と認めた者に
ついて実施す る。 該当者の受験番号及び検査の詳細
は 3 月 24 日 の学力検査終了後各検査場に掲示す る 。
5 .  検査 日 割
3月 23 日 （月 〉
午前i 8 時30分 － 9 時点呼 （学力検査場において〉
庁 9 時 ー 1 0時30分 社 会
。 1 1時 一 午后 O時30分 国 語
午后 1 時30分 － 3 時30分 数 学
3月 24 日 〈火〉
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報
午前 9 時 一 1 0時30分 外国語
庁 1 1 時 一 午后 O時30分 理 科
午后 1 時 か ら ． 音楽 ， 図面工作 〈実技〉 ． 保健体育の
筆答試問及び実技検査
健康診断 （本学におい て指定 された者のみ〉
6 . 検 査 場
文理学部 一 文 理 学 部
教育学部 一 教 育 学 部
経済学部 一 富 山 工 業 高校
薬 学 部 ー （学力検査〉 奥 田 中学
一 （健康診断〉 薬 学 部
工 学 部 一 工 学 部
経営短期学部 と 経済、 工学商学部専攻
科の設置決定
昭 和 3 4 年 1 且 1 日
O と 敗退 し去った。 当 日 の優勝者は食糧事務所であ る 。
な お 前 号に記載洩れ と な ったが 8 月 1 9 日 か ら 3 日 間地区 l 晶
連合の催 し と して 野球大会が本学五福 グ ラ ワ ン ド で 行 わ l 山
れ ， 小原庶務課長監督の混成チ ー ム 出場 ， こ れま た法務局 l 大
と 戦っ て敗れた こ と を付記 し て お く 。 I E
学
北陸三大学受歓野球大会
昨年は本大学が肝入 り で、五福 ク ラ ワ ン ド‘ で、行った こ の大 1 :
会 は こ と し は金沢大学が当 番 と なって 8 月 31 臼 同 大学理学 l 号
部 グ ラ ク ン ドで、行われた。 当 日 の天候が危ぶ ま れた が ， 薄
曇 り で時には陽 も さす と い う 空合いで気温 も 高 か ら ぬ絶好
の 天候てー あった。 本学か ら の 参加者は選手 ． 応援 まぜて三
十数名 で こ れに は事務局長 ， 会計庶務， 施設の三係長が加
わってい る 。
地元の宿望であ り ， 本大学 と して も必現を期 した ， 勤労 ｜ 併 し肝心の 本学チ 戸 ム は忽ち練習の 不足を露呈 して ， 金
学徒のため の夜間経営短期大学が ， 34年度大蔵省予算原案 ｜ 沢大学には1 2対 4 . ま た福井大学には1 6対 O と 完敗を喫 し
に計上 さ れて い な かった の に ． 年末の 復活要求に よ って思 ｜ た。 し 、 く ら 交歓が 目 的 と いって も こ の差は余 り に甚 く ， 興
いがけな く 300 万円の予算計上 を見 る に至っ て ， い よ い よ ｜ 味を殺 ぐ こ と 移 し し 、。 こ れでは交歓の効果 も 些か減ずる と
4 月 か ら発足す る こ と と なっ た 。 こ れ も と よ り 大学当局の ｜ い う も の で あ る 。 も っ と も こ と しは本部移転 ． 会 計 検 査
周到な る 配慮 と ， 要を得た折衝の奏功た る は無論 ， 地元政 ｜ と ． チー ム の主力をな し て い る 会計係員が特に忙 しいため
界人 ， 県当局を中心 と した公私人の時に 当 り ， 折に触れて ｜ に練習 も 時 々 し て い な い事情 も あった事を諒 と し なければ
の た ゆ ま ぬ工作 ． 陳情の賜でも あ ろ う 。 更に も 一つ付け加 ｜ な ら ない。 それに し て も 本部移転に よ り 教育 ， 経済 ， 図書
えてお く べ きは国体を機会に来富の大臣 ． 次官等の 。百聞
一見。 の現地認識 も 陰 に こ れが実現を助けた も の と 思われ
る こ と で あ る 。 何はさ て本学の吉報であ る ばか り でな く ，
地元勤労学徒に と っての こ よ な き 朗報 で あ る 。
目 下 申請準備 中 で あって設立認可は相当 あ と と な る であ
ろ う 。 その詳細は次号で紹介する こ と と す る。
こ ¢ 他に経済学部 と ， 工学部の専攻科の設置 も本決 り と
な り ， 4 月 か ら 発足す る こ と と な り ， こ れか ら 申請す る こ
と と な る が ， こ れ も 次 号におい て詳報す る で あ ろ う 。
レ ク リ エ ー シ ヨ ン
富 山地区公務員 R 連盟卓球大会
1 1 月 2 1 日 清紡績富山工場で、催 さ れた 。 団体戦出場チ ー ム
は1 2で こ の う ちに本大学の 2 チ ー ム も 含 ま れていたが当 日
になって 2 チ ー ム と も 出場せず棄権 と なった。 ま た午后か
ら 行われた個人戦で も . 3 . 4の選手が顔を見せな が ら参加
を断念 した。 た ま た ま ， 運営委員 と して臨んだ筆者は工場
内の整理 ， 整頓振 り に感心 して米た。 条件は違 う が も って I
8 
他山の石 と なすべ きであ ろ う 。
非現業共済組合地区連合会の催
排球大会 を1 1 月 1 3 日 市営 コ ー ト 2 面で行っ た 。 本学か ら
は頭川徹治助教授を主将 と す る 各部局に よ る 混成 1 チ ｛ ム
を 出場せ しめた が ， 食糧統計事務所 と の一戦で早 く も 2 対
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と 四部局がーっ と こ ろに集った条件を生か して練習に励む
こ と を望んでや ま な い。 こ の 交歓試合に示さ れた金沢大学
の なみなみな ら ぬ配慮は感謝に耐えない と こ ろ で あ る 。
学 内対抗ソ フ ト ポール大会
こ と し は移転 ． 検査 ． 国体な どの忙 し さ の ため延び延び
と なって い た学内の対抗 ソ フ ト ボー ル大会は 1 1 月 20 日 （木〉
五福 グ ラ ワ ン ド 2 ケ 所で、行われた。 当 日 は陽 も と き ど き さ
す薄曇 り の天候であった が ， 1 1 月 の末の寒い季節であ る た
め前 日 来の 雨 の あ と が干 し上が らぬ悪い コ ン デ ー ν ヨ ン で
あった。 併 し 1 1 時頃から 試合を敢行 し た。 出場は 7 チ ー ム
で ， 文理学部が優勝 した。
1 0  8 
5 9 2 
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学 生 音E
第八 回北陸 3 県大学学 生支歓芸術祭
北陸 3 県大学学生交歓芸術祭 も 回を重ね る こ と 8 回 ， い
品4-r 
山 の各大学の 外に新潟信州の 両大学が賛助出演 と い う 盛
大 さ であった。 演奏種 目 は ． 合唱． 独唱 ． ピ ア ノ 独奏 ．
管絃楽 な ど で‘満堂の聴衆を圧する 熱演で、あった。
学 生 演 劇 公 演
富山大学新劇研究会は ， 秋の 公演 と して ． 高岡 市公会堂
において 「暗い火花J 〈木下順二作〉 一幕 を公演 し ， 好評
よ い よ 学生活動の本格的年中行事化 し て 来 た 。 本年は本大 ｜ を得た。
学が当番校 と し て 1 1 月 20 日 か ら 本大学ほか市内各所で行わ
れ ． 学生諸君の熱意 と 創意 と工夫を傾けて計画 した数 々 の
番組の豪華版が展開 された 。
。 演 劇
1 1 月 20 日 午后 5 時から電気 ビ ル 五階 ホ ー Jレ
富山大学 〈新劇研究会〉
木下 順二 作 「暗い花火」 ｜ 幕
福井大学 〈演劇研究会〉
テ ネ シ ー ク イ リ ア ム 作 「 ガ ラ ス の動物園J 2 幕
1 1 月 21 日 電気 ピ ル 5階ホ － Jレ
金沢大学 〈 ら く だの 会〉
田 中 澄枝 作 「赤 い ざ く ろJ 1 幕
富山大学 〈演劇 ク ラ ブ〉
木下 順二 作 「雲の涯J 1 幕
。 女 学
作品 コ ン ク ー ノレ
種 目 は創作 ， 評論 ， 詩 ， fレ ポ ， 短歌 ， 俳句 な ど で あ っ て
応募作品につい て は 1 1 月 30 日 富山市内富山荘におい て合
評会が催 された。
。 放 送 劇
富山県大学演劇 ク ラ ブは ． 富山県芸術祭に参加 ， 1 1 月 30
日 電気 ピ 1レ ホ ー ノレにおいて 「雲の涯」 く 田 中千禾夫作〉 一
幕を公演 した。
学 生 体 育 競 技
0 中部 日 本大学パ レ ー ボーノレ選手権大会
9 月 1 2 . 1 3 ,  1 4 日 金沢市石川 ス ポ ー ツ セ シ タ ー で開催。
富山大学は男女 と も 惜敗 し た 。 参加大学1 2大学， 優勝は男
女 と も 金沢大学が占めた。
。 東海北信越学生柔道対抗試合
1 0月 1 2 日 新潟市にて 開催。 本学 よ り 日 下章以下 5 名が出
場， 敢斗 した。
O 北信越五大学サ ッ カ ー 選手権大会
富山大学主管に て ， 1 0月 25 . 26 日 本学教育学部 グ ラ ク シ
ド に おい て開催。 本学は次勝を得Tこ。 優勝は金沢大学。
0 全国大学 ラ ク ピ ー 大会北陸予選
1 1 月 1 5 . 1 6 日 福井県営グ ラ ワ ン ド にて開催。 富山大学は
次勝 した。 優勝は金沢大学。
0 第 6 回北信越大学卓球選手権大会
富 山大学主管 に て 1 1 月 1 5 . 1 6 日 富山大学黒 田講堂に て開
1 1 月 23 日 く 日 〉 午后 1 時から 黒田講堂において開催 さ れ ｜ 催。
たが ， こ の 芸術祭で・は最初の試みであった。 出演大学及
び演題は次の通 り であ る 。
金沢大学 本間 直亮 作 「牡螺の殻J
大坂志津雄 作 「青 春」
福井大学 宮嶋 弘治 作 「距 り J
金沢美術工芸大学
八木 信忠 作 「小 さ な悲 しいお伽話J
富山大学 青山 淳一 作 「台 風」
。 美 術 展
1 1 月 2 1 日 ， 22 日 ， 23 日 ．
男 子 団 体 ① 富大 ① 金大 ① 福大
男子 ν ン グ ノレ ス ① 寄 田 〈富大〉 ① 小林 く金大〉
男子 ダ ブ ノレ ス ① 寄 回 ， 米 国 〈富大〉 ① 小林 ， 川
島 〈金大〉
女 子 団 体 ① 新大 ① 金大 ① 富大
女子 ν シ グ ノレ ス ① 中 （金大〉 ① 安藤 〈新大〉
女子 ダ プ ノレ ス ① 小坂 ． 安藤 〈新大〉 ① 中 ． 加藤
〈金大〉
第七回学部対抗運動競技大会
第一会場 絵画 ， 工芸 ． 彫刻 富山公会堂 3 . 4 . 5 階 ｜ 標記大会は ， 1 1 月 8 . 9 日 ． 教 育学部を主会場に ． 華 々 し
第二会場 書道 ， 写真 ， 富山市商工奨励舘 2 階 ｜ い競技を展開。 教育学部が昨年度優勝の経済学部を破って
こ れに は福井 ， 金沢女子短 ． 金沢 ， 金沢美術工芸 ． 富山
北陸学院保育短 ． の諸大学が参加す る と し 、 う 眠 さ であっ
て ， 会場 も 公会堂別舘の 3 つの階室を 占用 した上に商工
奨励舘の 階上の大半を使 用 す る と L 、 う 豪勢 さ であったo
O 演 奏 会
1 1 月 23 日 午后 1 時 ， 富山公会堂大ホ ー ノレで参加者は金沢
金沢女子短期 ． 金沢美術工芸 ， 福井， 北陸保育短期， 富
綜合優勝 を遂げた 。 成績は下記 の と お り であ る 。
種 目 ｜ 文 理 ｜ 教 育 同可 薬 学 ｜ 工 学
陸 上 I 3 I s I , I 1 I 1 
軟 式 庭 ｜ 4 I , I 4 I , 1 1 
野 球 ｜ （雨天の た め 中 止〉
- 1 8 ー
報割t 5 3 
籍 3 5 
パ ト ミ ン ｜ 3 5 。ト ン
卓 3 5 
計 22 g 7 6 
t註 ， 優勝 5 点 次勝 3 点 参加 1 点〉
軟式庭球の 決勝が雨の ため 中止 と な り ， 準決勝に残っ た





教 育 学 部
日 本教育大学協会第二部会 と
特別協議会開催
昭 和 3 4 年 1 且 1 日
そ し て ． 全 国に北海道 ， 東北 ， 関東 ． 北陸 ． 東海 ， 近畿 ，
中 国 ， 四 国 ， 九州の 9 つ の地区会を有 し ． 富山大学は無論
北陸地区に属 し ， こ れ には長野， 新潟 も 含 ま れ る 。 なお会 l 山
は 3 つの 部会に分れ ！ 大
第一部は学長 ， 学部長 ， 分校主事を も っ て構成 し学校行 l 学
政に 関す る こ と を 扱い ．
第二部は大学の教授以下助手 ま で‘を含めた教職員を もっ
て構成 し ， 教育の理論 ， と 実際を担当。 S 十
第三部は付属学校の 代表者を も って構成そ の 関係 の教育 ｜ 五
運営に 関す る 部面を担 当する も の であ る 。 l 号
富
な お 同 協会北陸地区第二部会美術科研究協議会 も 1 1 月 21
22の両 日 教育学部で開催 ， 福井 ， 金沢 ， 新潟 ． 信州 ． 富山
の 各大学の美術関係者 9 名。 こ れに本学美術関 係 5 教官 ，



























































































































































































































































































































































































































〈金沢〉 山 田 （福井〉 の 3 学部長が含 ま れて い る 。
日 本教育大学協会な る も の について は関係外の者には殆
ん ど知 られていな い と 思われ る の で簡単に紹介す る こ と と
す る 。
その規程の総則を見 る と 「 こ の 協会は教育に関する 学術
の 研究 ， な ら び に 教育者養成を主 と す る 大学及び学部を も
って組織す る 」 と あ る 。
そ の 抽象的 目 的はその組織体か ら 自 づ と 感得出来 る か ら 省
く が ， 事業の具体的項 目 と して次の こ と が挙げ ら れ て い
る 。
1 .  教育者養成を主 と す る 大学の 基準について の研究並
びにそ の 改善。
2 .  教育者養成に関す る 内 外の資料研究調査。
3 .  現職者教育の振興。
4. 研究集会 ， 協議会の 開催。
5. 年報 ， 図書そ の他の 印刷物の刊行。
6 .  関係団体及び公庁 と の連絡協力。
後 墨
催を終った 。
全 国 ス ボ ー ヴ 芸 術 書 這 展
第1 3回国体開催にあたって は富山大学は会場に隣接の関
係か ら構内敷地は選手出場の控場所や ． 通路 に利用せ し め
た が ， 教育学部の書道教室は こ の 機を と ら え て 名 も 「全国
ス ポ ー ツ 芸術書道展」 と し て県書道連盟 と 共同 で書道展を
黒 田 講堂で催 した。 出 品作品の 内容はそ の会名 の と お り 皆
ス ポ ｛ ツ を対象 と した も の で ス ポ ー ツ の礼賛 ． 精神の高揚
宣伝 ． 奨励な ど う たった盛 り 沢 山 な 力 作揃いで学内 出品を
除いた一般部の出品だけで、 も 80点の 多 き に及び こ の う ち に
は佐賀 ． 東京 ， 大阪 と い う 遠隔地か ら の も の も 見 ら れた。
ま こ と に時 と 所を得た催であった と い う ぺ き で あ ろ う 。
経 済 学 部
経 済 学 部 就 職 状 況
昨年に比 し て ， 今年度の就職状況は ， 今迄の処梢下廻っ








カ ナ ダて聞かれた 第1 0回 国際
遺伝学会議
作
モ ン ト リ オ ー ル市のマ ツ ギ ノレ大学で開催 さ れる 第 1 0回国
際遺伝学会議に ． 日 本代表の 1 人 と し て出席す る ため ． 去
る 8 月 1 6 日 夕刻 ， カ ナダ航空機で‘羽田国際空港をたち ， ア
ラ ス カ経由 で ， 途 中 パ シ ク ー パー ， ク イ ニ ベ ツ グ ． ト ロ ン
ト ， オ ツ タ ワ に立寄 り ， 8 月 1 8 日 モ ン ト リ オ 戸 ノレ市に到着
した。 こ の飛行機での同道者は ， 田 中 義麿 （九大名誉教授
国立遺伝研〉 ． 湯浅明 （東大教授〉 ． 井関尚栄 （群馬大教
授〉 ， 橋本春雄 〈農林省〉 ． 田 中信徳 （東大助教授〉 の 各
博土 と 私の 6 人で あった。 木原均博士 （国立遺伝学研究所
長） ら他の 日 本代表の方 々 は ， 所用 も あって ． われわれ よ り







会議は 8 月 1 9 日 よ り 27 日 ま で ， ギ ツ V リ つ ま った ス ケ ジ
ユノレの う ちに行われ. 53 ヶ 国 ， 1 500名 が参加 し た 。 ま ず1 9
日 午前 中は ， レ ジ ス ト レ イ ν ヨ ン （受付〉 で ． こ こ で氏名
と 国名の入った 大 き な パ ツ ヂ 〈 ネ ー ム プ レー ト 〉 を胸につ
けて も らい ， プ ロ グ ラ ム ， パ ン フ レ ツ ト ， そ の他の 印刷物
の入った大 き な 袋が渡される。 こ の マ ツ ギ ノレ大学は ， 古い
伝統の 誇 り を も っ ， 英国式の立派な建物 でで き て お り ． キ
ャ ン パ ス （構内〉 は広 く ， 芝生が と く に きれい で ， ど こ を
歩いて も 紙屑 一 つ落ち て い な L 、。 大学 と い う と こ ろ は ， こ
れが本 当 なの か も 知れ な い 。
午後は大学の 正門に近い芝生の校庭 で ， こ の大学主催 の
歓迎 テ ー メ ー テ ｛ が行われ ． 赤 と 黄の正服正帽の楽隊は ，
い ろい ろの 曲 目 を奏 し て祝福 し て く れた 。 こ の テ ー パ ー テ
ー は ， し 、 わばい る い ろ の 外国人学者間の 顔合せの よ う な も
の で ， あ ち こ ち で－席 を立っ てさかん に握手が交わされ ． 喜
声が湧 く 。 実際 ， 論文 と か研究上でお互 に 名 前 は 知ってい
て も ． 本 当 に顔を見 る の は こ れが初めて と し 、 う 人々 が非常
に 多い の だ か ら ， ど の 顔 を見 て も 喜びでは しゃいで い る 。
童顔その も のであ る 。 私 も ほ と ん どが初め て の 外国人学者
ばか り で ． こ の なかに は ノ ー ベ ル賞受賞者の大物から ． 新
ぶ も の と 確信 し ． 努力を進め て い る 。 昨年度は 1 2月 末ま で
に . 1 05 名 の就職が内定 し ， 希望者の約 90 %を示 したが，
今年度は 1 00名の就職が内定 し希望者の約 83 %であ る 。 こ
れ を全国大学卒業者の 就職率50%に く ら べ ， 相当好調を示
し て い る と も 云え よ う 。
本年は予め ， 景気低迷に よ る 就職難を察知 し ． 旧高岡高
商出 身者の縁故を中軸 と した就職依頼の 活動に 力を喝 し ，
叉年来の就職実績の縁故を辿って ， そ の 開拓に努力を進め
て き た 。
1 0 月 1 日 よ り 推薦開始 ． 選考の 申合わせに よ り ， 本年は
9 月 頃 よ り 求人が殺到し ． 昨年実績 同様の推薦求人を 受け
る 事が出 来た が ． 各会社 ． 事業所の 採用人数が凡そ半減 し
た為 と ， 更に繊維業界 ， 商社関係 ， 鉄鋼部門 ， 造船部門 ，
機械部門等に亘 り ， 相 当 の手控えがあっ て ． と の方面の求
人は極めて微 々 た る も の があった。 地方の中小企業 も求人
件数が激減 し ， 例年 に 見 ら れ る就職李後半の求人は極めて
酷しい様相を 呈 して い る。
然 しな が ら 一方 ， 本年度は金融業界の求人は素晴 ら し く
伸 び ， 関学以来の求人 と 内定者を出 し て い る 。 即 ち 本年度
の求人数では ， 銀行関係で1 9社 ， 証券関係で 8 社 ． 保険関
係で1 3社計40社で ． 求人会社全数の約30�のこ及ぶ豪勢さ を
示 した 。
こ の金融 業界に対す る 就職内定者は銀 行関係23人 ， 証券
関係 6 人 ， 保険関係 3 人 の計32人の大量就職を見 ， 就職希
望者の 32劣に及んだ。
そ の 他 ． 製造関係 ， 商事関係等に68人の就職が内定 した
が ， 就職先を地区別に分け て ， 京浜29人 ， 阪神へ 1 4人 ， 名
古屋 9 人 ． 北陸地区 〈富山県を含む） 38人 ， で約 3 割 8 分
が郷里で就職する こ と にな る 。
な お ， 企 業規模の tか ら 見 る と ， 大企業へは70人 ． 中小企
業へは30人 と な って い る 。
本年度の就職内定者を 出 し た主な会社 ， 事業所は次の通
り で あ る 。
北陸銀行， 富山相互銀行 ， 住友銀行， 岐阜相互銀行 ， 岩
井産業 ， 小松製作 ， 北陸電力， 目 立家庭電器販売 ， 新三菱
重工 ． 三菱電機 ， 丸紅飯田 ， 日 興証券 ， 運輸省 ． 朝 日 生命
滝兵 ， 名錨 ． 目 立造船 ， 東海銀行 ， 大井証券 ， 日 本生命 ．
野村証券 ， 大垣共立銀行 ． 萱場工 業 ， 佐藤工業 ． 玉塚証券
重量和産業， 三洋電機 ， 日 本勧業証券 ， 協栄生命 ， 国民金融
公庫， 読売新聞 ， 日 本テ レ ピ ， N H K ， 住友生命 ， 湯浅金
物 ， 不二越鋼材 ． 片倉テ ツ カ リ ン ， 南海興業 ， 北 日 本新聞
北 日 本放送 ． 富山信用金庫， 高岡信用金庫． 永代信用 金庫
井村荷札封筒 ， 呉羽自 動車工業 ， 富山交通 ， 東洋製薬 ， 富
山市役所 ， 電 々 公社 ． 黒田 国光堂 ， 戸出物産 ． 中越パ ル プ．
中越印刷製紙 ． 福井精練 ， 魚津製作 ， 日 本揮発油 ． 前 回 建
設． 日 本海重工 ． 在 田 本店。 く寄〉




鋭の若手研究 者 ま で数多 く の人々 に握手 を求め られ， 紹介
さ れた。 こ の つ どい こ そ 平和そ の も の の姿の よ う に感 じ ら
れ た 。
20 日 よ り 連 日 会議が聞かれ ， 各専門部会は 8 ～ 1 0会場に
別かれて ， 研究発表， 討論が行われた 。 規定に よ っ て 研究
発表は 1 5 分 ， そ の あ と 5 分がそ の発表 につい て の質疑討論
で ， こ れで一つ の 講演が終 る こ と に なってい る 。 使用 す る
外国語 は ， 英語 ま たはfム語に限 られ ， 35 � リ ス ラ イ ド や 8
ミ リ 1 6 � P 映写 な ど を使って講演をす る ので あ る 。
講演後の質疑応答は活発に行われ ． 制限時聞を超え ． 幕切
れ に な った こ と も 幾 つ か あった。
部会の内容は ， それぞれ の専門分野に よ っ て ， 放射線遺伝
学 ． 主要作物の細胞遺伝学 ， 染色体の生理生化学 ， 遺伝子
の構成機構 ， 種 の進化学 ， 花井植物の遺伝学 ， 突然変異の
発生機構 ， 量的形質遺伝学 ， 家畜遺伝学 ． 人類遺伝学 ， 免
疫遺伝学 ． 耐寒耐病性遺伝学 ， 性決定機構 ， 接木雑種 ． 微
生物遺伝学 ， 集団遺伝学.. . ・ H ・ － － … … と 非常に広範囲にわた
り ， こ の会議を通 じ て発表者数は実に 500 名 を超えた。
私は第 3 日 目 の21 日 午後 3 時45分 か ら 4 時 ま で ， 放射線
遺伝学の 部会で V ブ マの 放射線遺伝学。 につい て講演を行
い ． デ ス カ ツ ジ ヨ シ では 3 名 よ り い ろ い ろ 質問を う けた。
座長の ゴ ー エ シ博士 （米国ア イ オ ワ大学主任教授〉 は ． 私
の独 自 な ア イ ソ ト ー プ処理法は， 素敵な ア イ デ ア に立脚 し
た も の であ る と いって く れた。
こ う し て 27 白 ま で （24 日 の 日 曜を 除 き 〉 ギ ツ ν リ つ ま っ
た ス ケ ジ ュ ー ノレ は無事終了 した。 こ の間各種の ミ ー テ ン グ
や招待ノミ ー テ ー はほ と ん ど 毎夜の よ う に行われ， と く に最
後の 晩の ス モ ｛ カ 【 （お別れパ ー テ 【 〉 は ， モ ン ト リ オ ー
ノレ市随ーを誇る か ジ ヤ Jレ ト ン ホ テ ル 。 の 豪壮な部屋で盛大
に 行わ れ ． パ γ ド ゴ シ サ ー ト やダ ン ス で 夜がふけ， モ γ ト
リ オ ＿ ，レの珍味に酔い ． 別 れを惜んだ。
こ の 会議 中 に おい て ． 日 本の木原均博士 ． ア メ リ カ の ス
タ ー ン 博士 （ カ P ホ ノレニ ヤ 大学教授〉 ． イ ギ リ ス の ぺ ン ロ
｛ ズ博士 （ ロ ン ド ン 大学教授〉 の 3 人は ， マ ツ ギ ル大学 よ
り 名誉教授の学位を授け られ ． そ の授与式に 参列 した こ と
や ， モ ン ト リ オ ー ル在 日 本人会 の方 々 に よ る 心づ く し の御
招待な どは印象に深い。
会議終了後 ， 私は ア メ リ カ に入 り ， 約 1 ヶ 月 半の研究視
察旅行で各地の大学， 研究所を訪づれ ， 1 0月 1 5 日 . 2 ヶ 月
振 り で、羽田空港に着いた 。 ア メ リ カ 旅行の始末記は ， ま た
別の機会にゆず り たし 、 。 (33 . 1 2 . 1 1 )  
－・． ．、‘、J .. ..-.. •• •• .. ’‘． ．・・‘，.. . ..・．． ・・，”’‘・・0・．”’‘・・・
日 誌
.. ...，.・0・、．，・・．．．・、－�···，，岡、 ...・，．，，．・．．・・、．，・.. ..圏、．・・・．．． 
女 理 学 部 日 詰
9 月 1 0 日 米人マ ッ ク ク レ ラ シ ド 夫人ヘル ン 研究のため
へ fレ ン 文庫へ （ 日 日 間〉
1 3 日 正宗助教授逝去 さ る
昭 和 3 4 年 ！ 月 1 日
1 0 月 2 日 鳥山元学長 ・ 清水元学部長来部教官 多数 と 懇 l 富
談
1 0 月 7 白 金沢大学法文学部長神保竜二氏 ． 同事務長
長浜秀雄氏 来部
1 1 日 秩季 レ ク リ エ － ？，ノ ヨ ン 山 中 温泉 （一泊〉
23 日 全国文理学部長会議 〈於島根大学〉
24 日 講演会 （ ス ラ イ ド併用〉 座談会
講師藤平正夫 （テ ヨ ゴ リ ザ山 頂征服隊員〉
「テ ヨ ゴ リ グ山 頂に立つ」
1 0 月 30 日 宮武栄吉氏逝去さ る
1 1 月 1 4 日 講話 と 映写会 （兼職員研修〉
詩師 小林助教授
「ア メ リ カ ． カ ナ ダを歩いて」








教 育 学 部 日 誌
9 月 1 2 日 ～ 1 3 日 日 本教育大学協会北陸地区第一部会
新大教育学部高田分校
20 日 ～23 日 全国中等学校理科教育研究会
富山市電気 ピ ル
26 日 助教授小沢慎一郎 音楽 教育視察のため ソ ウe
エ ト 社会主義共和国連邦 に出 張 中 の と こ ろ午
后 5 時56分急行白山号に よ り 富山駅に阪還
1 0月 3 日 ～ 4 日 日 本地理学会秋季大会（経済学部講堂）
8 日 ～ 9 日 昭和33年度教員養成学部教官研究集会
く理科 ． 教育原理 ． 幼稚園〉 （群馬大学）
1 3 日 ～ 1 4 日 昭和33年度 日 本教育大学協会第二部会
家庭科教育部会 第 5 回全国総会 神戸大学
教育学部
30 日 全国教育学部長会議 山口 大学教育学部
1 1 月 5 日 日 本教育大学協会北陸地区協議会 黒田講 堂
5 日 ～ 6 日 日 本教育大学協会北陸地区第二部会
教育学部
8 日 ～ 9 日 北陸地区第二部会保健体育科研究協議
会 福井大学学芸学部
グ 昭和33年度秋季 レ ク リ エ ー γ ョ シ
宇奈 月 温泉
2 1 日 日 本教育大学協会北陸地区第二部会美術科研
究協議会 教育学部
経 済 学 部 日 韓
1 0 月 4 日 ～ 5 日 日 本地理学会1 958年度秋季学術大会が
本学部1 . 2 .  3 番教室及び黒田講堂にて開催
さ れ ， 全国各地 よ り 会 員約 300 名が参集 さ れ
Tこ 。
1 0 月 22 日 日 本休力医学会が1 . 4 . 5 . 1 0 . 1 1 . 1 6 . 1 7各教室
ηL 
第 1 5 号
学
にて開催さ れた。 ｜ 
北信越経済学ゼ ミ ナ ー ノレ大会が 2 番教室にて ｜
開 催 さ れ新潟大学 ， 信州大学 金沢大学 福 i
井大学 ， 富山大学 よ り 多数学生及び教官が参 ｜
集 さ れた 。
吉 岡工業株式会社 々 長 古 田忠雄氏 講演会 ！
開 催
1 0 月 30 日 前東京大学総長 矢内原忠雄氏 論演会
1 0 月 26 日
1 0 月 28 E:l 
演題 「経済学の 研究に つ い て 」
本 部 廉 務 日 誌
9 月 1 2 日 入江侍従他40名 （県職員 を 含む〉行 幸啓下検 分
9月 1 6 日 国 体鼓笛隊 400 名 黒 田 講堂において綜合練習
24 日 1
25 日 j 第四回東海北陸地区庶務課長会議
26 日 県下高等学校長会議 ， 工学部
こ の 日 台風22 号通過
1 0 月 1 白 鳥ill ， 清水 ， 両氏来学
学長 ， 学部長 ， 評議員 な ど ． 懇談 ， 午后本部
教育， 経 済 ， 図書の各部局視察 ， 両氏は同夜
湯涌温泉 ， 白雲楼に宿泊
2 日 工学 ， 薬学 ， 文理の 3 学者15を視察 ， 同夜金茶
寮にて両氏を歓迎の懇視会
3 日 両氏帰京
1 4 日 行幸啓に使用 の学長室ほか の清掃整備を実施
1 9 日 国体を機会に郷土視察の近畿県人会一行83名
（黒田国光堂副社長代表） 2 時来訪 4 時灘尾
文部大臣来学
1 0 月 21 8 両陛下の行幸啓
23 日 稲 田文部次官来学
25 日 本部職員 辰 口 温泉行
30 日 矢内原前東大総長来学
1 1 月 1 1 日 ～ 1 2 日 日 本育英会奨学金監査
1 1 月 1 9 日 日 本学術会議事務総長 ， 本 田 弘人氏来学
20 日 学 内 ブ フ ト ポ ー ル大会
23 日 竹内教授渡米の途につ く
24 日 永年勤続職 員表彰式
1 2月 8 日 共済組合監査
．．・・・．・’問、... ....，・・，... ・h，・....司、.... ... .... 胸、 r ・・........ ....・‘，，，. .
訂 正 一 括
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学報第14号
1 4頁学位取得者一覧表 中
柴 田 万年24 . 3 . 30提出論文 「位相群の 線型表現」 と あ る
は24 . 3 . 3 1 「緑色物における 有機酸の生成 に 関す る 研究」
と 訂正す る 。
2 頁 ． 国立学校設置法胞行令を一 部改正する 政令の別表
1 （官報5 . i ) 中
報 昭 和 3 4 年 1 月 ！ 日
熊本大学 ． 職員定員2942 と あ る を . 1 380 と 訂正す る 。
な お学報矛 1 4 号に は校正不充分で 多 々 誤謬があ る こ と
を ， 御諒承下 さ L 、。
つ乙
